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◆主　催／丹波篠山市・丹波篠山市教育委員会　◆問い合せ／中央図書館 市史編さん室　電話　079-590-1301
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日・月曜日を除く　10：00〜18：00

「未来につなぐ地域歴史遺産
―伝統文化や史料を
　　基盤としたまちづくり―」

基調講演

（土）

「地域編の編さんに向けて」
パネルディスカッション 「丹波篠山市の歴史を

　　　 未来につなぐために」

トークセッション

会 

場

丹波篠山市史
『地域編』編さん
キックオフ シンポジウム

― 市 民 と と も に 作 り 上 げ る 「 丹 波 篠 山 市 史 」 ―

第 1部

第 2部園田学園女子大学　
学長　大江　篤 氏

おお　 え　　　　あつし

講　師

田鋤

昭和 30年頃の篠山地域

お当行事



丹波篠山市史「地域編」編さんキックオフシンポジウム

プログラム

～市民とともに作り上げる「丹波篠山市史」～
　丹波篠山市には、古くからの歴史と風土に育まれた魅力あふれる歴
史文化が今も息づいています。丹波篠山の歴史文化を未来に受けつぐ
ため、令和 10 年度を目標に全 10 巻の『丹波篠山市史』の編さんを進
めています。丹波篠山市史では、市域全体の歴史文化を時代・テーマ
ごとに取りまとめる「通史編」だけでなく、地域ごとに取りまとめる「地
域編」の編さんを行います。「地域編」編さんにあたっては、市民の皆
さんに様々な形で関わっていただき、市史の編さんを通じて活き活き
とした地域づくりにつながることを目指しています。

「地域編」とは…
　市内の19地区ごとに地域の歴史
文化を取りまとめ、2冊の「地域編」
を刊行します。今は途絶えてし
まった昔ながらの風習、伝統的な
農業、人生の節目の行事、言い伝
えなど、市民の皆さんの記憶に残
る「ふるさと丹波篠山」の風景を
記録し後世に伝えます。

13：30 開　　会
 　趣旨説明　丹波篠山市史編さん委員会　委員長　今井　進　氏

【第 1部】
13：40－14：10 基調講演
 「未来につなぐ地域歴史遺産
 ―伝統文化や史料を基盤としたまちづくり―」
 ■講　師
 　園田学園女子大学　学長　大江　篤　氏
14：10－14：40 パネルディスカッション
 「地域編の編さんに向けて」
 ■登壇者
 　奥村　　弘　氏（神戸大学理事・副学長）
 　松本　充弘　氏（神戸大学特命助教）
 ■コーディネーター
 　大江　　篤　氏

【第２部】
14：50－15：40 トークセッション
　　　　　　　　　「丹波篠山市の歴史を未来につなぐために」
 ■登壇者
 　森田　　忠　氏（福住まちなみ保存会会長、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県無形民俗文化財ヘリテージマネージャー会）
 　田中　美貴　氏（丹波篠山文化顕彰会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県無形民俗文化財ヘリテージマネージャー会）
 　兵庫県立篠山鳳鳴高校生徒
 ■ファシリテーター
 　大江　　篤　氏

15：45頃 閉　　会

■大江 篤 氏 プロフィール
兵庫県神戸市出身。博士（歴史学）。専門は
日本史学、民俗学。関西学院大学文学部・
同大学大学院出身。武庫川女子大学附属中
学校・高等学校教諭を経て園田学園女子大
学教授、2022 年より同大学学長。兵庫県
文化財保護審議会委員（民俗文化財）など
の公職を務める。丹波篠山市では丹波篠山
市史編さん委員、丹波篠山市史編さん地域
編専門委員会委員長。
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